
(57)【特許請求の範囲】
【請求項１】
　走行機体に、前処理部を 支持する前処理支持フレームと、前処理部が刈り取
った茎稈を脱穀する脱穀部と

を備えると共に、該脱穀部の入口上方に防塵フードを設けたコンバインにおい
て、前記走行機体に、防塵フードを取付けるためのフード取付ステーを設けるにあたり、
該フード取付ステーを、前処理支持フレームに一体的に取付け

たことを特徴とするコンバイン。
【請求項２】
　走行機体に、前処理部を 支持する前処理支持フレームと、前処理部が刈り取
った茎稈を脱穀する脱穀部と

を備えると共に、該脱穀部の入口上方に防塵フードを設けたコンバインにおい
て、前記走行機体に、防塵フードを取付けるためのフード取付ステーを設けるにあたり、
該フード取付ステーを、前処理支持フレームと脱穀部とを連結する連結フレームに一体的
に取付け

たことを特徴とするコンバイン。
【発明の詳細な説明】
【０００１】
【発明の属する技術分野】
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本発明は、脱穀部の入口上方に防塵フードを備えるコンバインの技術分野に属するもので
ある。
【０００２】
【従来の技術】
一般に、この種コンバインは、前処理部で刈り取った茎稈を、操作部近傍の脱穀部に搬送
し、該脱穀部で茎稈を脱穀処理するが、脱穀処理時には多量の塵埃が発生すると共に、こ
の塵埃が脱穀部の入口から吹出すため、操作部の防塵対策が必要になる。
【０００３】
【発明が解決しようとする課題】
そこで、脱穀部の入口上方に防塵フードを設けて操作部を防塵することが提案されている
が、従来では、操作レバーパネルを支持するためのレバーフレームに、フード取付ステー
を介して防塵フードを取付けていたため、十分な支持強度を確保することが難しく、その
結果、防塵フードの大型化が困難である許りでなく、防塵フードが振動する不都合があっ
た。
【０００４】
【課題を解決するための手段】
　本発明は、上記の如き実情に鑑みこれらの課題を解決することを目的として創作された
ものであって、請求項１の発明は、走行機体に、前処理部を 支持する前処理支
持フレームと、前処理部が刈り取った茎稈を脱穀する脱穀部と

を備えると共に、該脱穀部の入口上方に防塵
フードを設けたコンバインにおいて、前記走行機体に、防塵フードを取付けるためのフー
ド取付ステーを設けるにあたり、該フード取付ステーを、前処理支持フレームに一体的に
取付け

たことを特徴とするコンバインである。つまり、防塵フ
ードを取付けるためのフード取付ステーを、前処理部を支持する強固な前処理支持フレー
ムに取付けているため、防塵フードの支持強度を高めることができ、その結果、防塵フー
ドを大型化して防塵性を向上させることができる許りでなく、防塵フードの振動も少なく
することができる。

　請求項２の発明は、走行機体に、前処理部を 支持する前処理支持フレームと
、前処理部が刈り取った茎稈を脱穀する脱穀部と

を備えると共に、該脱穀部の入口上方に防塵フードを設け
たコンバインにおいて、前記走行機体に、防塵フードを取付けるためのフード取付ステー
を設けるにあたり、該フード取付ステーを、前処理支持フレームと脱穀部とを連結する連
結フレームに一体的に取付け

たことを特徴とするコンバインで
ある。つまり、防塵フードを取付けるためのフード取付ステーを、前処理支持フレームと
脱穀部とを連結する強固な連結フレームに取付けているため、防塵フードの支持強度を高
めることができ、その結果、防塵フードを大型化して防塵性を向上させることができる許
りでなく、防塵フードの振動も少なくすることができる。

【０００５】
【発明の実施の形態】
次に、本発明の実施の形態の一つを図面に基づいて説明する。図面において、１はコンバ
インであって、該コンバイン１は、茎稈を刈取る前処理部２、刈り取った茎稈を脱穀し、
かつ脱穀した穀粒を選別する脱穀部３、選別済みの穀粒を貯溜する穀粒タンク４、脱穀済
みの排稈を排出処理する後処理部５、運転席６や各種の操作具が設けられる操作部７、ク
ローラ式の走行部８等を備えるが、これらの基本構成は従来通りである。
【０００６】
前記前処理部２は、茎稈を分草するデバイダ９、分草した茎稈を引き起す引起装置１０、
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茎稈を掻込む掻込み装置（図示せず）、茎稈の株元を切断する刈刃装置（図示せず）、刈
取茎稈を後方に搬送する前処理搬送装置（図示せず）等を備え、上記前処理搬送装置の終
端部まで搬送された刈取茎稈を、扱深さ搬送装置１１を経由して脱穀部３に供給するが、
前処理部２全体は、機体フレーム１２の前端部に立設される強固な前処理支持フレーム１
３に昇降自在に支持されている。
【０００７】
一方、前記脱穀部３は、前処理部２から供給される茎稈を脱穀部３の一側部に沿って挟持
搬送する脱穀フィードチェン１４、該脱穀フィードチェン１４が搬送する茎稈の穂先側を
導入し、かつ導入した穂先側を扱胴（図示せず）で脱穀処理する扱室（図示せず）、脱穀
した穀粒を選別する選別室（図示せず）等を備えるが、茎稈を扱室に導入する脱穀部３の
入口３ａは、操作部７の左側近傍に位置している。
【０００８】
１５は前記操作部７の左端部に設けられる操作レバーパネルであって、該操作レバーパネ
ル１５を取付けるためのレバーフレーム１６は、前後方向を向く左右一対のメインフレー
ム部１６ａ、１６ｂ、該メインフレーム部１６ａ、１６ｂを一体的に連結する前後一対の
連結フレーム部１６ｃ、１６ｄ等で構成されるが、両メインフレーム部１６ａ、１６ｂの
前側は、機体フレーム１２の前端部に設けられるミッションケース１７に支柱フレーム１
８を介して一体的に連結される一方、メインフレーム部１６ａ、１６ｂの後端側は、脱穀
部３等に一体的に連結されている。
【０００９】
２０は前記脱穀部３の入口３ａを上方から覆う防塵フードであって、該防塵フード２０は
、正面視冂字状に形成される固定カバー２１、該固定カバー２１の前端部に支軸２２を介
して上下揺動自在に支持される可動カバー枠２３、該可動カバー枠２３に一体的に取付け
られる透明樹脂製の可動カバー２４等で構成されている。つまり、防塵フード２０は、塵
埃が吹出す脱穀部３の入口３ａと操作部７との間に介在して操作部７を防塵するが、本実
施形態の防塵フード２０は、可動カバー２４が固定カバー２１から前方に略水平に突出す
る通常作業姿勢と、可動カバー２４が固定カバー２１から前方上方に傾斜状に突出する手
扱作業姿勢とに揺動変姿自在に構成されると共に、支点越え弾機２５の付勢力で可動カバ
ー２４を各姿勢に保持することが可能であり、その結果、通常作業時には、良好な防塵性
能を発揮する一方、手扱作業時には、脱穀部３の入口３ａを拡開して茎稈供給を容易にす
ることができるようになっている。
【００１０】
２６は前記防塵フード２０を取付けるためのフード取付ステーであって、該フード取付ス
テー２６は、その上端側に防塵フード２０の固定カバー２１を取付けるためのフードブラ
ケット２６ａを一体的に備えるが、フード取付ステー２６の下端部は、前述した前処理支
持フレーム１３に一体的に取付けられる一方、フード取付ステー２６の上端部は、脱穀部
３の支点フレーム２７（シリンダカバー支持フレーム）に一体的に取付けられている。つ
まり、防塵フード２０を取付けるためのフード取付ステー２６を、前処理部２を支持する
強固な前処理支持フレーム１３等に取付けているため、防塵フード２０の支持強度を高め
ることができ、その結果、防塵フード２０を大型化して防塵性を向上させることが可能に
なると共に、防塵フード２０の振動も可及的に少なくすることができるようになっている
。
【００１１】
また、前記フード取付ステー２６は、その中間部が前述したレバーフレーム１６にも一体
的に連結されており、そのため、フード取付ステー２６およびレバーフレーム１６の剛性
を互いに高めることができるようになっている。
【００１２】
叙述の如く構成されたものにおいて、コンバイン１の走行機体に、前処理部２を支持する
前処理支持フレーム１３と、前処理部２が刈り取った茎稈を脱穀する脱穀部３とを備える
と共に、該脱穀部３の入口３ａ上方に防塵フード２０を設けたものであるが、防塵フード

10

20

30

40

50

(3) JP 3682181 B2 2005.8.10



２０を取付けるためのフード取付ステー２６を走行機体に設けるにあたり、該フード取付
ステー２６を、前処理部２を支持する強固な前処理支持フレーム１３に一体的に取付けて
いるため、防塵フード２０の支持強度を高めることができ、その結果、防塵フード２０を
大型化して防塵性を向上させることが可能になる許りでなく、防塵フード２０の振動も可
及的に少なくすることができる。
【００１３】
また、前記フード取付ステー２６の中間部は、操作レバーパネル１５を支持するためのレ
バーフレーム１６に一体的に連結されているため、フード取付ステー２６およびレバーフ
レーム１６の剛性を互いに高めることができる。
【００１４】
尚、本発明は、前記実施形態に限定されないことは勿論であって、例えば前記実施形態で
は、フード取付ステー２６を前処理支持フレーム１３に直接取付けているが、図４および
図５に示す第二実施形態の様に、前処理支持フレーム１３と脱穀部３とを連結する連結フ
レーム２８を設けて、該連結フレーム２８にフード取付ステー２９を一体的に取付けるよ
うにしてもよい。そして、このものでは、フード取付ステー２９を、前処理支持フレーム
１３と脱穀部３とを連結する強固な連結フレーム２８で支持することができるため、前記
実施形態と略同等の効果が得られる許りでなく、フード取付ステー２９を直線的に構成し
て部品コストの削減等を計ることができる。
【図面の簡単な説明】
【図１】コンバインの斜視図である。
【図２】防塵フードの支持構造を示す要部側面図である。
【図３】同上要部平面図である。
【図４】第二実施形態における防塵フードの支持構造を示す要部側面図である。
【図５】同上要部平面図である。
【符号の説明】
１　　コンバイン
２　　前処理部
３　　脱穀部
３ａ　入口
７　　操作部
１３　前処理支持フレーム
１５　操作レバーパネル
１６　レバーフレーム
２０　防塵フード
２１　固定カバー
２４　可動カバー
２６　フード取付ステー
２８　連結フレーム
２９　フード取付ステー
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【 図 １ 】 【 図 ２ 】

【 図 ３ 】 【 図 ４ 】
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【 図 ５ 】
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